
〈国語科教育〉

知識・技能を活用し思考力を育む学習指導のエ夫
一説明的文章の学習指導を通して－

うるま市立赤道学校教諭仲原ほづみ

Ｉテーマ設定の理由

国際化・情報化が進み、{ili値観の多様化とともに社会も大きく変化している中で、子どもたちが様々な

状況において主体的に対応しながら生きていくための「生きる力」が強く求められている。

また、２００３年経済協力|)N発機櫛（ＯＥＣＤ）が実施した国際学習到達度調査（ＰＩＳＡ綱査）結果に

より、「１本の教育の見直しが始められるとともに、2007年４川に実施された「全国学力・学習状況調査」

の結果公表や、２００６年ＰＩＳＡ調査結果の公表とも相まって、これまでの教育の在り方が問われること

になった。このような今日的状況の中で教育が大きく変わろうとしている。

２００６年１２月には教育基本法が改正され、学校教育法に「確かな学力」の規定（①蕊礎的･薙本的な知

識･技能の習得②思考力･判断力･表現力の育成③学習意欲のInll2）がなされている。

２００８年３月には、教育課程審般会答申を受け、新しい学習指導要領が告示された。その中では、これ

からの時代に必要な学力観が、「習得･活用･探究」として示され、習得した知識や技能を活川して、思考

したり、判断したり、表現すること、そして、それらをもとに自ら学び、自ら考える力としての学力の育

成を求めている。

本UiLにおいての全国学力・学習状況調査の結果は、知識の習得に閲する問題、活ｊｉＩにllUするllM題の正答

率が低く、課題であることがIﾘＩらかになった。また、無答率が商いという結果も明らかになり、喫緊の課

題として課題解決に向けた取り組みが行われた。実践のヒント集として『夢・にぬふあ星プランⅡ』補完

版「確かな学力の向上」支援プランが策定され、そこでは、「習得･活用･探究」の学力育成のプログラム

が求められており、授業改善の方向性が示された。

本校ではこれまで、国語科の避礎・基本の定着を図るための教材・教具の開発や授業のI夫･改善等に

取り組んできた。しかし、「全国学力・学習状況調査」において「知識」「活用」に関する'１M題のijHi方に大

きな探題が残った。そのに１１で、「活用」に関する問題では、文章を正確に読み取り要約したり、自分の考

えをまとめ記述するなどの問題で正答率が低く、「思考力･判断力･表現力」が十分についていないという

ことも明らかになった。また、国語の授業で自分の考えをi活したり書いたりすることの経験が少ないとい

う１１Ｆも質問紙の結果から明らかになった。

これらの課題を解決するためには、基礎的･基本的な知識･技能の習得とそれを活川し思考〃や表現力を
満成するための指導方法の工夫･改善が急務である。

そこで本研究では、国語科における説明的文章に焦点を当て、文章を正しく読みとるための基礎的･基

本的な知識・技能を身に付けさせるための指導の工夫を行い、その力を活用したり、ｌ:1分の考えを表現す

る活11M】を意図的に取り組ませることで、思考力を育むことができると考え、本テーマをi没定した。

Ⅱ研究仮説

腕lﾘ}的文章の学習指導において、文章を正しく読み取るための知識・技能を習得させ、それを活用する

学習活動を意図的に取り入れれば、思考力を育むことができるであろう。



Ⅲ研究の全体構想図
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一説明的文章の学習指導を通して－
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する学習活動を意図的に取り入れれば、思考力を育むことができるであろう。
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研究のまとめ・研究の成果と今後の課題
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Ⅳ理論研究

１思考力（考える力）について

(1)思考力（考える力）とは

思考力について辰野千寿は、「｢考える力』という言葉は、いろいろに用いられているが、厳密に

言えば、観察や記憶によって頭の中に蓄えられた内容を、いろいろに関係づけ、新しい関係を作り

出すことである。（中略）したがって、『考える力』といえば、『関係を付ける力』ということにな

る｡」（辰野1991）と述べている。このことから、思考力とは問題解決を行う場面で、すでにもっ

ている知識や経験を基に関係付けを行いながら知識の再構築を行ったり、新たな関係を見出したり

する力と捉える。

(2)思考力と表現力の関係

人は、感じ考えたことを言葉によって表現するが、その感じ考えること自体を言葉によって行っ

ている。辰野は、思考の言語化について「問題を解決する際に、自分の考えを言葉に表すことは、

自分の考えを順序立て、系統立てるのに役立ち、一般には問題解決を促進する｡」（辰野1991）と

述べている。このことは、思考と表現の間には密接な相互関係があり、表現するためには思考が不

可欠であることを示しており、表現することによって思考が促進されると考えられる。

学習活動の中で､表現（話す・書く）しなければならないという場を意図的に取り入れることは、

思考しなければならない状況を作り出すことであり、思考力の育成につながると考える。また、児

童児童が解決すべき課題や問題に対し、考えや意見などを表現することと表現したことは、思考の

結果であると捉えることができる。

表現力と思考力の関わりから、思考と表現を一つのサイクルとした学習活動を繰り返すことで、

思考力を育成することができると考えられる。話し方・書き方の基本的な表現の仕方を身につけさ

せることと、表現の機会を与えることで、いろいろな場面や状況に応じて変化・対応しようとし、

その過程で思考が働き育成が図られると考える。

①音声表現（考えを話す）

言語には、自分の考えや思いを他者に伝えるコミュニケーションのための道具としてのはたら

き（外言）と、思考の道具としてのはたらき（内言）がある。人の思考は言語を使って行われて

おり、頭の中で考えたことを言葉として表現することは、自分の思考過程を客観的に見直すこと

を可能にする。また、自分自身の理解を深めたり思考力を高めることを促進する。これまでの研

究からも課題解決のための方法や理由を説明することで、学習効果があがることが報告されてお

り（Gagme,ＲＭ.,ｅｔａＬ,1962)、学習の中で、自分の考えの過程や考え方・理由などを声に川して
述べる交流の場や、発表の機会をつくり活動させることは思考力の育成を促すと考える。

②文字表現（書く）

文字表現は音声表現に比べ高度な思考活動である。書くためには文字・文章の約束事をふまえ

ながら、必要ないろいろなことを関連付け･判断･分析することが必要であり、その過程の結果と

して文章による表現となる。音声表現と異なるのは、書いた人の心の中の働きである思いや感じ

たこと．考えたことを外に出し、目に見える形で客観的なものにする点である。書くことは、書

く過程で、自分の考えを自分で整理し明確にするとともに､考えの足りなさや誤りに気づいたり、

人との考えの違いを見つけたりすることにもつながる。また、自分の考えそのものや、変化を振

り返る材料ともなる。書いた文章は様々な思考活動の結果であり、書くことを通しても思考力は

育成される。

－３－ 



(3)話し合いによる思考力の育成

基本的には、学習は学習者である児童個々のものであり、－人ひとりが自分の考えや意見を持つ

ことが大切である。しかし、これまでの自分の経験や知っていることを基に考えるため、知識や経

験の質や量によって偏りが生じる。また、考える方法が身についていなければしっかりと考えるこ

とができないこともある。学習においては、一人で考えることを大切にするとともに、「話し合い」

や「協同学習」の場を作り、互いの意見や感想を交流させることが大切である。自分と異なった立

場、異なった意見をもつ者との交流を重ねることにより、児童はいろいろな考えを知り、そのこと

により自分の考えを深めたり、ものの見方・考え方を広げたりすることができる。つまり、思考の

再構成をすることになる。その際、教材を媒介としながら各自が共通の問題意識を持っての思考の

交流が行われなければならない。

話し合い・協同学習を行う場合、児童には次のような力が必要である。

①児童一人ひとりが解決しなければならない目標を理解し、解決しようとする意欲をもつこと

②児童一人ひとりが自分の役割を自覚し、他の人と協力することを理解していること

③児童一人ひとりが解決に必要な知識・理解・技能を持っていること

④お互いが自由に意見交換・発表ができるよう、お互いを肯定的に受け入れる態度を持つこと

⑤間違いや失敗を恐れない（気にしない）気持ちや態度を持つこと

このような力は、すぐに身に付くものではない。教科内での指導と共に、特に④.⑤については、

学級経営の中で児童と児童・児童と担任の関係作りとして重視していく必要がある。

(4)思考と発問

授業において、児童が「考える」場合のその出発点は指導者の「発問」である場合が多い。「発

問」は学習において、教えたり学んだりする過程の重要な一部であり、既習の知識を明らかにした

り、それをもとにして新しい考えを築くことを可能にするものである。学習の中で目的に応じた｢思

考を促す」ための発問を意図的にすることは、児童の思考を促すことになる。（表１発問の形態例）

表１発問の形態例

(国語教育ことばの学びvoll3p7より抜粋）
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発問の目的 発問の形態例

一般的・包括的
説明

既有知識.

経験の利用

．なぜか、説明してください。

.どのようにするのか説明してください。（どのくらい、どんな状態なのか）

．なぜ～が大切なのですか？

～について、知っていますか？

以前学習したことと、どのように関係していますか？

具体的・分析的
比較・対

推論

関係の分析

～の長所と短所は何ですか？

～の違いは何ですか？

～と～はどのように同じですか？

～について～と～を比較してください。

もし～なら、何が起こりますか？

～の原因は何だと考えますか？

～は～にどのような影響を与えますか？

～は～にどのようなことをもたらしますか？

応用力

例え

アイディア

の統合

評価・判断

例を挙げて説明してください。

他に似たような例はないですか？

この問題を解決する方法はありますか？

今までの意見をまとめるとどうなりますか？

.最もよいのは何ですか？

.なぜそれが最も良いのですか？

.○○君の意見に賛成ですか？反対ですか？またその理由は何ですか？



「活用」について
(1)「活用」とは

広辞苑では、「活かしてＨ１いること・効果のあるように利用すること」である。ini木展朗（2008）

は「｢活用』は、知識･技能を活用して課題を解決するために必要な思考力･判断力･表現ﾉﾉ等の育成

を図ることになる。このことは、「活用』とは、一人ひとりの学習者が、既習した学習内容として

の知識･技能を自分のものにした上で、使えるようになることでもある」としてる。

つまり、学習における活用とは、これまでに学習して身に付けた知識･技能を課題解決のために

用いることであり、課題に対し習得している知識･技能を取り出し組み合わせたり、試行錯誤した

りするなど思考する過程であると考えられる。「活用する＝思考する」であり、活１１]させることで

思考力の育成が図られると同時に、習得された知識･技能が身に付いたかどうか評価することにも
なる。

(2)国語科学習における活用の場について

習得した知識･技能を取り１１'し組み合わせたり、試行錨醸したりするなど思考する過程を「活用」

であると捉えると、これまでの授業においても「活N]」ということは行われてきた。図譜科の授業

について高木氏は、「児亜生徒に『身に付けさせたい力』という言語能力の育成を行うことにあま

り意識が向いていなかった」とし、これまで行われてきた言語活動（話す・聞く・苫<・読む）を

目標として意識し授業を行うことで、「習得」「活用」という学習過程が明確になるとしている。つ

まり、児童にどのような力を付けようとしている学習活動なのかを意識しなければならないという

ことである。活動の目標が、基礎的･基本的な知識･技能を身に付けさせる内容であれば「習得」で

あり、学んだこと・既習の力を使っての活動内容であれば「活用」ということになる。学習活動を

通して児童に「身に付けさせたい力」が何か、どの学習過程で育成しようとするものなのかを意識

し、対象化させることが必要である。このことは、授業目標を明確にすることであり、授業者と学

習者が共にその目標を意撤して活動を行うことが大切になってくる。

これまでの実践授業例から、授業での基礎的・基本的な知識・技能を活用させる学習活動の場を
次のように捉えた。

①一単位時間内での活１１］（本時の授業の中での習得と活用）

－噸位時間内での活(}は、時間内での活動を「身に付けさせたい力」と「活１１'させたい力」と

して意識することで対象化し捉えることができる。活動例としては、「漢字練習という学習活動

において、書き順・熟語について学び（習得)、学習した漢字･熟語を使った主語.述語の整った

文作りをする（活用)」である。

②単元内での活用その１（単元の中での習得と活用）

①の捉えかたと同様に考えることができる。前の時間までに学習した知識･技能を使って、類

似課題や難易度の闘い裸題に取り組むような学習であると考える。習得の中の活用という捉え方

になるが、実践例としては、「説明的文章の学習単元の中で、要点のまとめ方を学び（習得)、そ

の方法を使って各段落の要点をまとめていく（活用)」である。

③蝋元内での活用その２（単元全体で習得それを活用）

これまでにも行われてきた学習活動で、習得したことを活用した学習として|ﾘ1砿に理解できる

ものである。活動例としては、「詩を教材とした学習で、教材を通して表現の工夫や技法につい

て学び（習得)、単元のまとめ・発展として、学んだ表現の仕方・技法を使って自分の作品を創

る（活用)」といった活動である。単元全体を通して学習した内容が、基礎的･艇本的な知識･技

能であると捉えた活動で、詩以外にも物語・説011文・ガイドブック・短歌・俳句等を善く.作る

などの活動が考えられる。

(3)活用のために必要な知識・技能

活用のために必要なものは、基礎的･基本的な知識･技能であり、その内容は学習指導要航に示さ

れたものである。国語科では、指導事項内容が「Ａ話すこと・聞くこと」「Ｂ普くこと」「Ｃ読むこ

と」「言語事項」の３領域ｌ事項に分けられ、それぞれに指導すべき基礎的･堆本的な知識･技能に

ついて明示されている。本研究では、「ｃ読むこと」領域の説明的文章の学習を通した授業実践を

行うため、説明的文章の基礎的･基本的な知識･技能について取り上げる。

２ 

－５‐ 



３説明的文章について

（１）説明的文章とは

説明的文章とは、筆者の興味・関心・問題意識などによってとらえられた２１「象や、筆者の考え方

・思想そのものなどを対象として、その記述の目的や意図を踏まえながら、正確に伝達することを

目的に筋道立てて書かれた文章である。同時に、読み手の理解や共感が得られるように構成や表現

を工夫した文章である。

（２）なぜ説明的文章を学ぶのか（指導の意義）

①新しい知識・情報・考え方の獲得

説明的文章の内容は、現実にある事柄や事象について実験・観察・調査などを通して明らかに

なったことを情報として伝えることを目的にしたものである。児童は、説明的文章を読むことに

より、科学・自然・社会・環境・文化等について既知のFIF柄について認識を広げ深めたり、未知

の事柄にふれることができ、知的好奇心や探究心を持ったり知的感動を得ることができる。また、

得た情報や筆者の考えをもとに、自分の中に新しい考えや発想を生み出すことなどにつながる。

②論理的な思考力の育成

説明的文章は､事柄にBMする情報を論理的に組み立て読み手が納得できるようにi1$かれており、

読み手は筆者の論理にそって文章を読み進めていくことになる。何を伝えるために何をどう工夫

して述べているか等、表現内容や段落相互を関連づけながら捉えていく過程では、雅者の論理に

触れることになる。そのため、説明的文章を学習することは読み手側の論理的思考も育成される

ことになる。

③表現の仕方・技法を学ぶ

筆者は、自分の伝えたい口lT柄や事実について正確に理解してもらうために、文厳の櫛成や表現

に様々な工夫をしている。説明的文章の学習は、表現に即し文章の論理を客観的に雛み取ること

を目的とした内容の理解だけではなく、表現の仕方・工夫・技法を学ぶことも含まれる。つまり、

文章を表現としてとらえることで､文章構成・表現方法・技法などを学ぶことができるのである。

そして、論理的な表現の仕方を学び、児童がそれを自分の表現活動に生かすためのには、「書

くために読む」という目的意識をもたせる平も必要である。

（３）説明的文章の基礎・基本

①説明的文章の基礎・基本「学習指導要領（平成２０年告示）より」

表２説明的文章の基礎･基本

－６－ 

読むことの内容から 活用に関わる内容 言iMi1lF項内容から

1年

2年

①文章の内容やだいたいを読みとる。

②|剛いと答えや､比較による文章の展開を読む。

①時間の順序や、』『柄の順序を考えながら読む。

②説明されている事柄を叙述に結び付けて読む。

○文章中の大事な言葉

を諜き抜く。

○I÷1分の思いや考えを

発表し合う ｡ 

○句説点・かぎ（｢｣）の

使い方

○文中における主語・述

Jliの関係

３（'三

4年

①中心の語や文をとらえ、要点をまとめる。

②叙述に即して内容を読み取る。

①段落相互の関係や１１F実と意見の関係をを考

えて、文章中の中心的事柄を読み取る。

②文章の展開の筋道をおさえ、説明の仕方の

特徴をとらえる。

○文章などを引用した

り要約したりする。

○考えたことを発表し

合い、感じ方の違い

に気付く。

○改行・一半下

○文窟全体における段落

の役削の理解

○文と文との意味のつな

がりを考えた指示語.

接続iMiのj1ll解

５ｲ1其

6年

①目的や意図に応じて、文章の内容をおさえ

ながら要旨をとらえる。

②課題の設定から追求の過程を、文章の展I）Ⅱ

上に明らかにする。

①事象と感想や意見の関係をおさえ、自分の

考えを明確にしながら読む。

②筆者がどのような立場から論を展開してい

るかをとらえ、自分の立場から批判する。

○'三|的に応じて本や文

jifを比べて読む。

○本や文蹴を読んで考

えたことを発表し合

い、考えを広げたり

深めたりする。

○文の柵成についての理

解

．（M1句の係り方･照応

○文章の柵成の仕方につ

いての理解

・段瀞の組み立て方･腱

llIlの仕方・柵成の工夫



②説明的文章の指導内容の系統

説明的文章の基礎的･基本的な知識･技能の重点指導内容を低・中･高学年ごとに表３のように整

理した。学年ごとに砿点的に指導しなければならない内容があり、用語の意味と、その方法を指

導する必要がある。

表３重点指導用寵・内容

‐
 

｜
低
学
年

③説明的文章を読む技術

説明的文章を読むためには、説明的文章の学習で使われる学習用語（表３）や、読み取りのた

めに必要な読解技能（例：要点をまとめる技能）等の指導も必要である。学習指騨要領にもある

ように、各学年ごとにiii点的に身に付けさせなければならない事項があり、それが擢礎的･基本

的な知識･技能である。

説明的文章の学習指導でよく行われる活動は、「形式段落に分ける」「段落の要点をまとめる」

「要旨をまとめる」「要約する」等があり、この活ＩＭＩを通して読みを進めて行く。このような活

動を児童が自分でできるよう指導することが必要であり、それが基礎的･基本的な知識･技能を身

に付けさるということである。児童が自分の力で正しく読み取るためには、各々が活動できるよ

う用語を理解させるとともに、具体的な方法をしっかりと指導し定着させることが必要である。

そのためには、当該学年で重点的に指導すべき用語や事項については、取り立てて指導すること

も必要である。

表４説明的文章の読みの指導

説明的文章を、自分の力で正しく読

み取るためには、衣４に示すような活

動を児童自身ができるようにしなけれ

ばならない。高学年では、①～⑩の活

動を通して読むことになる。

表４に示されているように、低学年

の力が中学年での読みの基礎となり、

'Lli学年までの力が商学年の読みの基礎

となる。指導する際、指導内容の系統

を捉え、当該学年で身に付けさせるべ

き基礎･基本をしっかりと指導するとと

もに、既習内容についても螺旋的・継

続的に指導することで定着を図ってい

かなければならない。

(小樽市立緑小学校の実跳よりまとめたもの）

－７－ 

用語 一文（問い．答え） 順序 主語・述語
中

心

艦

句 形式段落 指示語・接続語 段落のまとまり
要

点 小見出し 文章構成 要約 要旨

低学年
中学年
高学年

｡ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

｡ 

○ 

○ 

｡ 

○ 

◎ 

○ 

◎ 

○ 

｡ 

○ 

｡ 

○ 

◎ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

◎ ◎ 

◎iii点指導

○指導

説明文の読みの指導

①問いの文は？

②答えの文は？

③順序を表す言葉をさがそう

④指示語・接続語を見つけよう

⑤各段落の要点をとらえよう

低

学

年

(ﾘﾄﾞ実と意見をとらえる.ｷｰﾜｰﾄ゜・キーｾﾝﾃﾝｽ）

⑥段落ごとのつながりをとらえよう

(`意味段落・小見出し・大まかな文章構成）

⑦要約文を書こう（要点を使って）

⑧文章全体の構成をとらえよう（文章構成図）

⑨要旨をとらえよう（要点や文末表現を手がかりに）

⑩舗者に対する自分の考えを答こう

中

学
年

■ 

(文瀧表現・文章構成・主張に対して・・肯定？･否定？).

Ｐ 
in１ 

学
年



指導の実際
単元名文章を読んで、自分の考えをもとう

教材名「生き物はつながりの中に」

単元について

(1)単元の目標◎文章の構成や表現から要旨をとらえるとともに、自分が生き物として生きるこ

とや筆者の考えについて自分なりの考えをもつ。

(2)馳元で身に付けさせたい力

｡筆者が意図していることをまとめる。（要旨をつかむ力）・・・Ｃ読むこと（イ）

◎筆者の考えに対する、自分の考えをまとめる。・・・Ｃ読むこと（エ）

(3)設定の理由

①教材観（省略）

②児童観（省略）

Ｖ 

１ 

２ 

③指導観

児童の実態をふまえ、「説明文ガイドブック」を作成し、これまでの未定着事項を時間を取っ

て指導することを考えた。しかし、指導内容が多く、一部の児童には総復習として有効的ではあ

るが、逆に教材に入る前に学習意欲を損なう児童が出てくる事が予想される。そこで、単元教材

の学習の中に既習事項を定着させるような学習活動を意図的に取り入れながら学習を進めること

にした。また、それと併せて学習したことの確かめと定着を図るために、本単元の学習サイクル

として家庭学習も組み込むことにした。

導入では、「自分とつながっているもの」をウェビング（認知マップ）で考えさせ、教材文の

読みへの意欲を高める。そしてつながりとして出てきた言葉を使い「文作り」を行い「文」「主

語・述語」の既習事項にも触れ、確認と定着を図っていく。

全文を読む学習では、「文・文章」の違いも確認しながら全体をつかませ、漢字練習や語句調

べを家庭学習で取り組ませる。６年の指導事項として「文章を要約する」ことがあるので、各段

落の要点をまとめる活動から要約文作りへとつなげていく。

要点まとめでは、１．２段落を学級全体で行い「要点をまとめる方法」を学ばせ、段階的に自

力でできるよう指導していく。段落から重要な一文を見つけることから丁寧に指導していくが、

段階に応じたワークシートの工夫・個に応じた支援をする。各段落の要点を使い、文章構成・要

旨・要約と文章全体を読み取った後、学習のまとめとして筆者の考えに対する自分の考えをまと

めさせていく。筆者の投げかけた言葉を受け、自分はどう考えるかをこれまでの学習・自分の体

験・経験を入れながら文章として表現させていく。

家庭学習には、学習した内容の復習・次時内容の準備・漢字や語句の定着のための練習等の内

容を出し、学習始めに発表・ミニテスト等で既習内容の確認・評価をする。また、学習終了後に

は学習に対する自己評価と感想を書かせるようにする。

④単元の指導計画（省略）

評価

観点別評価規準

３ 

(1) 

－８‐ 

観点別評価規準

関心・意欲･態度 書く能力 読む能力 言語の知識･理解・技能

○「生き物」とは何か

について関心を持ち

進んで筆者が伝えよ

うとしている事柄を

読み取ろうとしてい

る ０ 

○筆者の意図に沿って

大事な言葉を落とさ

ずに文章全体を要約

している。

○筆者の考えや文章の

要旨に対する自分の

意見を書いている。

Ｏ論の展開や文章構成

を考えながら要旨を

とらえている ◎ 

○筆者の考えや述べら

れている事実に対す

る自分の考えを持ち

ながら読んでいる。

○疑問、仮説、断定、主

張等、さまざまな文末

表現を理解している。

○段落のつながりから文

章構成を理解すること

ができる。



（２）単元の指導内容と評価

－９－ 

次 時 学習のねらい Ａ（十分満足できる） Ｂ（おおむね満足できる） Ｃ（支援の手立て）

１ １ 

・自分とつながりのあ

るものに関心を持つ

ことができる。

自分とつながっているこ

と･物を考え、６つ以上書

くことができる。

【関・意・態】

自分とつながっているこ

と･物を考え、４つ書く

ことができる。

【関・意・態】

自分とつながっている人

や物を考えるように声を

かけをする。

【関・意・態】

２ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６検証授業
７ 

８ 

･全文を読み、感想を

書くことができる。

･学習の見通しを持つ

ことができる。

･形式段落Ｉの内容を

読み取ることができ

る ◎ 

・要点の意味ととその

まとめ方がわかる。

(要点指導第一段階）

・２．３段落の内容を

読み取り、要点をま

とめることができる。

.４．５．６段落の内

容を読み取り、要点

をまとめることがで

きる ◎ 

(要点指導第二段階）

．|iii時までの力を使っ

て７．８段落の中心

文を見つけ、自分で

要点をまとめること

ができる．

(要点指導第三段階）

・要点をヒントに、要

旨をまとめるための

段落を見つけ、要旨

(筆者の考え）をま

とめることができる。

・要約の仕方がわかり

要約文を書くことが

できる。

(筆者の考えを筆者の

意図に沿ってまとめる）

教科書を読み直し、自分

の考えたつながりと比較

して書いている。

【書く能力】

文末表現（事実・意見・

問いかけ）に蒜目し文と

文のつながりを考えて読

み、要点のまとめ方がわ

かる・【読む能力】

段落の文を読み、筆者の

考えのある一文を見つけ、

わかりやすく書き換えて

まとめることができる。

【読む能力】

段落の文を読み、繁者の

考えのある一文を見つけ、

要点をまとめることがで

きる。（一人で）

【読む能力】

筆者の考えの書いてある

一文を見つけ、大事な語

句を抜かさずに、簡潔に

要点をまとめることがで

きる。【読む能力】

筆者の主張の段落から、

筆者の考えを読み取り、

一人で要旨をまとめる二

とができる。【読む能力】

要点と要旨を筆者の意図

に沿って接続語を使い、

自分でまとめることがで

きる。【書く能力】

教科書の内容から感想を

書いている。【普く能力】

文末表現（事実･意見.

問いかけ）に着目して読

み、要点の意味．まとめ

方がわかる。【読む能力】

段落の文を読み、筆者の

考えのある一文を見つけ

る事ができる。

【読む能力】

段落の文を読み、筆者の

考えのある一文を見つ

け、要点をまとめること

ができる。（グループ.

友だちと）【読む能力】

筆者の考えの書いてある

一文を見つけ、要点をま

とめることができる。

【読む能力】

筆者の主張の段落から、

誰者の考えを読み取り要

旨をまとめることができ

る。【読む能力】

要旨を中心に、文として

まとめるときに必要な要

点とつないでまとめるこ

とができる。【書く能力】

自分の書いたつながりが

内容にあるかということ

に絞り、感想を省くよう

にさせる。【書く能力】

文末表現「～でしょう」

を示し、この段落の要点

に必要な文であることを

確かめる。【読む能力】

－文ずつ筆者の言いたい

ことかを確かめさせなが

ら大切な文を見つけるよ

うにさせる。【読む能力】

筆者の言いたいことの書

いてある文かどうか一文

ずつ確かめながら兇つさ

せるようにする。

【読む能力】

筆者の言いたいことの書

いてある文かどうか－文

ずつ確かめながら兄つさ

せるようにする。ガイド

の使用を促す｡【読む能力】

筆者の主張の段落を示

し、文末表現に満目させ

要旨の文を見つけるよう

にさせる。【読む能力】

まとめの段落と要旨をつ

ないで文を書くようにさ

せる。【書く能力】

３ ９検証授業
・筆者の考えに対して

自分の考えを持ち、

文章として書くこと

ができる。

筆者の考えに対する自分

の考えを、文章や自分の

経験・体験を根拠に書く

ことができる｡【普く能力】

筆者の考えに対する自分

の考えと、その根拠を書

くことができる。

【書く能力】

鑛者の考えの全体または

･部分に対して賛成か.反

対かの立場を考えさせ、

その根拠を書くようにさ

せる。【書く能力】



第１回検証授業

本時の学習（６／ｇ）

（１）本時のねらい

○前時までの力を使って段落の中心文を見つけ、自分で要点をまとめることができる。

（２）指導の工夫

○「説明文ガイドブック」の使用○力に応じて選択できるワークシートの準備（２種類）

○掲示用シートの使用○全体で検討・確認する場の設定
（３）授業仮説

７．８段落の要点をまとめる学習において、「説明文ガイドブック」を使用することで、前時まで
の力を使って、自分で要点をまとめることができるであろう。

教師の支援及び留意点 ｜】評価の観点学習活動週

(）評価法○準備程

･新出漢字中心に出題する１漢字読み・書きチェックテスト

(読み２．書き３）･主語・述語さがし１問導

２学習のめあてを確認する。

’七・八段落の内容を談 取り、要点をまとめよう.み入

３要点のまとめ方を確認する。 Ａ：筆者の考えの書いてある胤一蝋蕊一
：
八
・

鰯
霧
蕊
謁

・
隷
澆
拳
…

一文を見つけ、大嚇な語

①段落の文章を読む。 句を抜かさずに、簡潔に

(何について、いくつの文で響いてあるのか） 要点遊まとめることがで

②筆者の言いたいこと（意見.考え.ま きるロ

とめ）の書いてある文を見つける。 Ｂ：筆者の考えの善いてある

③主語・述語のある文にまとめる。 一文を見つけ、要点をま

展 とめることができる⑫

･全体で、七・八段落を音読する。 できるだけ教科書からまとめるよ 支握：篭者の言いたいこと②

･各自で要点をまとめる。 うにさせるが、自分の力に合った 書いてある文かどうか

ワークシート⑧を使う。 方法を選択できるようにしておく 一文ずつ確かめながら

○教科書を読んでまとめる。 ・児童個存の学習活動に対応でき患 兄つさせるようにする：

○一文分けシートを使ってまとめる。 ようワークシートを準備しておく ガイドの使用を促す｡

I読む能力Ｉ・ワークシートに響き込む。 じっくり考えさせるようにする。髄

(①～③まで完成） ･机間指導で個へ対応する［

．まとめた要点を小黒板に響かせて

４全体で要点文の確認をする。 発表させる．

７．８段の要点を小黒板に書いて全体で ,要i点の内容を確認する㈱

確認する。（３人ずつ） ･同じ内容なら表現が違っていても

よい率とする。

(個に応じたﾜｰｸｼｰﾄ・個別）

○ワークシート

①一文ごとに分けたシート

写真 ②①＋大切な文ﾁｪｯｸ

○小黒板６枚

○ホワイトポード用マジッ

ク６本

･授業でわかった事や感想を課５授業の自己評価・感想を譜く。ま

かせる白と

･新出漢字の書き取り練習,家庭学習の確認をする。め

(4)評価７．８段落の要点を、自分でまとめることができたか。

－１０－ 

過程
学習活動 教師の支援及び留意点 【】評価の観点

(）評価法○準備

導入
１漢字読み・書きチェックテスト

･主語・述語さがし１問

２学習のめあてを確認する。

'七・八段落の内容を読Z

･新出漢字中心に出題する

(読み２．書き３）

取り、要点をまとめよう。’

展開

①段落の文章を読む。

（何について、いくつの文で響いてあるのか）

②筆者の言いたいこと（意見.考え.ま

とめ）の書いてある文を見つける。

③主語・述語のある文にまとめる。

Ｌ・笘・．：…ｒ

５ｉ祷慧識字

３要点のまとめ方を確認する。

･全体で、七・八段落を音読する。

･各自で要点をまとめる。

ワークシート③を使う。

○教科書を読んでまとめる。

○一文分けシートを使ってまとめる。

･ワークシートに響き込む。

(①～③まで完成）

４全体で要点文の確認をする。

7.8段の要点を小黒板に書いて全体で

確認する。（３人ずつ）

藤
f騨蕊

■■． 

■■ 

i鬘il篝讓ｉ
写真

正二
□ 

①■中

了丘ｑ・へ－

．屑・▼」Ｉｂ閉｡ 

｡⑫５１■ぬ
丁＞マ▲た

く■●rpm
■ｂｄＺ已含P-A

罠Ｆ乱し勘合1K

`~Ｉ；号篭ぴ
■中

も一Ｚｎ｡征
●ケマーｒｂＯ
虫：ｊＢ２ｆ号
０』？ｆ里４ 

圭・７K゜

.ご：君｡□■ 

．できるだけ教科書からまとめるよ

うにさせるが、自分の力に合った

方法を選択できるようにしておく

.児童個存の学習活動に対応できる

ようワークシートを準備しておく

・じっくり考えさせるようにする。

・机間指導で個へ対応する。

．まとめた要点を小黒板に響かせて

発表させる。

･要点の内容を確認する。

･同じ内容なら表現が違っていても

よい率とする。

Ａ：筆者の考えの書いてある

一文を見つけ、大嚇な語

句を抜かさずに、簡潔に

要点をまとめることがで

きる。

Ｂ：筆者の考えの書いてある

‐文を見つけ、要点をま

とめることができる。

支援：筆者の言いたいことの

書いてある文かどうか

.-文ずつ確かめながら

兄つさせるようにする。

ガイドの使用を促す。

【読む能力】

(個に応じたﾜｰｸｼｰﾄ・個別）

○ワークシート

①--文ごとに分けたシート

②①＋大切な文ﾁｪｯｸ

○'j､黒板６枚

○ホワイトポード用マジッ

ク６本

まとめ
５授業の自己評価・感想を護く。

･家庭学習の確認をする。

･授業でわかった:事や感想を需

かせる。

･新出漢字の書き取り練習



第１回検証授業結果と考察

＜本時の授業･仮説＞

７．８段落の要点をまとめる学習において、「説明文ガイドブック」を使川することで、前１１霧ま

での力を使って、自分で要点をまとめることができるであろう『

前時までに説明的文章の基礎的･基本的な知識･技能である「要点のまとめ方」の定着を'又'るため「説朋

文ガイドブック」を使用し、以下のように段階的な指導の工夫を行った。

段階的な指導の工夫

第一段階：一斉指導（1.2.3段落）段蒋に響かれている文を一文ずつ読みやすいように並べ、筆者の意

見.考えのある文を一文ずつ検討しながら兄つけ､全体でまとめる。（全員ワークシート使用）

第二段階：一部ヒント（４．５．６．段蒲）必要な児童には一文ずつに分けたヒントシートを準備し、’11分の

力に応じた方法で要点をまとめる。

第＝段階：自力で（７．８段落）教科了!『を読み要点を自分のﾉﾉでまとめる。（本時）

本時は、知識や技能を活)11させる場として、「まとめ」「紫考の主張」の段落の要点を自力でまとめるさ

せる授業として設定した。本時の授業仮説について、児葹のワークシート・授業観察・自己iiWilliから考察

する。

」要点をまとめることができたか『

要点まとめ

［ワークシートから】

要点をまとめることは、中学年での頗点的な指導

内容であるが、本学級の児童の実態から、この教材

で「身に付けさせたい力」として重点的に指導した。

本時の学習課題である７段落・８段落の要点につ

いてまとめることができた児童は、

７段落は８６２％（２５人）

８段蒲は８２．８％（２４人）であった。（図ｌ要点まとめ）

８段蕗は鑛者の主張の段落で、主張文が２文で112ド

ヂ

7段落 ８６２兜 1３８９６ 

8段落
' 

８２－８呪 １７２９モ

O融２０％４０％６０％80％100％

日できたｐできなかった

図１要点まとめ
８段端は鑛者の主張の段蒋で、主張文が２文でiLド

かれており、７段落に比べまとめることが難しく時間を要したが、児童は、既習の知識･技能を使って考

え婆点をまとめることができたと考える。「説明文ガイドブック」を使いながら段階的な指導を行ったこ

とで、要点まとめの知識・技能の定着が剛られきたと考える。

【授業観察から】

段落の文に番号を書き込みながら－文ずつを丁寧に

読んだり、段落の中で繁荷の一番言いたいことの書か

れている一文を見つけサイドラインを引くなど、「説

明文ガイドブック」で前時までに学んだ手法を使い学

習に取り組んでいる様子が見られた。

（写真１学習の様-f）

また、選択した文を必要に応じて、主述のあるわか

りやすい文にまとめたり、必要な言葉を段落から見つ

け弾き加えたりすることもできていた。

既習の知識･技能を使って、典点をまとめる様子が

確認できた。しかし、７．８段落とも自分で要点をま

とめることができなかった児童が13.8％（４人）いたａ

罰ご凸．

ｈ
、
縄
。

】
,'-,ｃ 
⑤ 

鋲
鰹

山
「

房
plZ￣予一で=戸■￣

「ｑ▲ 

蕊； nk［ 日.○６.○9

写真１学習の様子

'１ 

＜本時の授業仮説＞

７．８段落の要点をまとめる学習において、「説明文ガイドブック」を使１Nすることで、前時ま

での力を使って、自分で要点をまとめることができるであろう。

：Ｂ62%蕊蕊蕊譲蕊蕊１１３８９６

灘;蕊蕊鍵甑Z8%！；蕊議議議蕊''7.296



【自己評価から】

指導段階ごとの自己評価を凡てみると、よくでき

た・できたと評価した児童が

．第一段階の一斉指導・・・８５．７％

・第二段階の一部ヒント・・８８．９％

・木時.．・・・・・・・８２．８％

となっている。（図２指導段階別自己評価）

－部ヒントでの数値が高いのは、一斉指導の学習

で要点のまとめ方を理解したことが要因だと考えて

いる。

一言感想にも「要点のまとめ方がわかってきた｡」

「要点をまとめるのに自信が持てた｡」「自分でまと

めることができてよかった｡」等があり、要点をまと

指導段階別自己評価

第一段階 28.6％’14.3Ｗ ５７－１％ 

箆二段階 29.6％11.1＄ ５９．３％ 

本時 31.0％117.2％ ５１８％ 

0％２０％４０％６０％８０％１００％ 

□よくできた□できた□あまりできなかった

めることができてよかった｡」等があり、巽』点をまと図２指導段階別自己評価

める知識･技能が定着してきたと考えている。

本時は、「まとめ･主張」の段然で、表現の仕方が前段藩までと異なっており、これまでのように、「一

文を選びまとめる」では要点を評くことができず、二文をまとめることが必要であった。そのため、既習

の方法をうまく応用させなければならない牒題であったが、児澁はできたと高い評価を行っている。これ

は、児童が既習の知識･技能をもとに新たな関係付けを行いながら知識の再構成を行ったことだと捉え、

思考力の育成が図られたと考えている。

自己評価の「あまりできなかった」１７．２％の児戯と図ｌの「８段瀞ができなかった」児哉とは一致し、

自分の知識･技能が定着しているかどうかを客観的に自己評価し判断できていると考えられる。

要点をまとめるために、「説明文ガイドブック」を使用することは有効であったか。

約８０％の児歌に「要点をまとめる」という基礎的･基本的な力が付いて

いることがワークシートから確認できた。要点のまとめ方の知識と技能は

高まったと考える。

要点をまとめるための知識･技能を身に付けさせるために、「説明文ガイ

ドブック」を使用して段階的に指導を行ってきたことは、児童に知識･技

能を定蒜させるために有効であったと考える。

○児厳は課題に対し既習の方法を１Mい、自力で要点をまとめることがで

きていた。

○まとめていく過程では、「－文ずつ番号を評き込む」「キーワードや中

心文にサイドラインを引く」「段落を読んで要点の見当をつける」「わ

かりやすく響き換える」等、自分の力に応じた方法で活動しており、

児童が既習の知識や経験を基に課題解決のために思考している様子が

、
。ﾛ■ 

、
色
、
口
唇
鯛

ソ凸型〃』“百VノメI｣ri砿干118ｺE銚と傘1-1雛j巴j1Iｷﾘ<vﾉﾉこびﾉ１１－心岳しＬＶ、。何と~]~〃ユ写真２児童が書いた要点

見られた。

○既習の知識･技能をもとに、新たな関係を見出すﾉﾉが身に付いたことが確認できた。

身に付けた知識･技能は思考のための道具となり、児童はそれを活用することで思考しており、思考力

の育成が似'られたと考えられる。

要点をまとめるために、「説明文ガイドブック」をtiZ川した指導は有効であり、‘思考力の育成もlX'られ

たことは、「思考力育成の基盤は、基礎的･基本的な知微・技能をしっかりと身に付けさせることである」

ということの再確認ができたと考えている。また、知,識･技能をしっかり身に付けさせるためには、共体

的な方法知を子どもに示すことも大事であることも再認識できたと考えている。

しかし、要点をまとめることにおいて、自力でまとめることができなかった児竜が、７段落で１３．８％

（４人)、８段落で17.2％（５人）いた。「説U１文ガイドブック」の内容の改蕃（佃に応じた等）や便わ

せ力の工犬については,狐題が残ったと考えている。

－１２－ 

５７．１％ ＿：’28.6％’14.3Ｗ 

59.3％129.6％１１．１ 

１，(Mb ３，％117.2％ 

「￣



第２回検証授業

本時の学習（ｇ／ｇ）

（１）本時のねらい

○筆者の考えに対して自分の考えを持ち、文章として書くことができる。

（２）指導の工夫○掲示用シートの活用○書き方モデルシート

（３）授業仮説

筆者の考えに対する自分の考え書く場において、モデル文で書き方（形式･視点）を確認するこで

(4)評価筆者の考えに対して自分なりの考えを持ち、書くことができたか。

－１３－ 

過程
学習活動 教師の支援及び留意点 【】評価の観点

（）評価法○準備

導入 筆者の考えに対する自分の考えを書こう

１.漢字読み・書きチェックテスト

･主語・述語さがし１問

２学習のめあてを確認する０ 

･新出漢字中心に出題する

(読み１．書き４）

･前時までにまとめた、筆者の

主張（要旨）文を提示し、今

日の学習を確認する。

展開
写真

３モデル文で書き方を確認する。

‐Ｉ１‐‐‐・‐１．》‐割、鵬‐‐‐‐１－１‐，Ｉ。 ‐‐４１１４ －か’い’し．ｍ一人．せん一。二仇一か』ｂ‐Ｃ‐‐卜－」‐‐‐ひ９０．⑪－６－仁ト化』上揮切啼囮刮Ｌ『砲Ⅲい‐』に
‐し缶山一・一ど』仏叶な‐小←Ｓ，な←｜、い▲１．｜｜け－Ｆ。①‐Ⅱ‘‐クニけＰ② Ⅱ－■ こつ亘仏姪』く味な厄岼尚山回聖山のぽ方叶：滋ら、．

▼６『－６Ｂ「一

一‐１１十◇‐－‐‐４‐‐汀－９‐－Ｊ－‐４勺４－．ｑ４可与「‐し上う一二と飢小か万一代から二、］ず。人一ロ｜圧一と（Ｐ▽，◇？‐。トーＯ－ｃＬ‐巾‐－１‐Ｐ巴９０Ｌ‐卜」一二で吃古血日仏Ⅶ囮詠エ節．口討種応作偶旧唱四屯一 ｜羽試例今壁例と鰹可夛刈幟鯏釧孕ニヱートー』い‐｛‐‐一』ｉ『「『》一‐曰」「」』］山価凉一ユルー‐一二ｕ一旦画「亘献討隆些凶ウー画面一旦い－星璽も宥迩溌蕊蕊減風巧隊・吋爾州淘繭州旧に扇凰ｗ愚直いか一
(書き方のモデル文）

○１段落に筆者の考え、２段落に自分の

考えを書く。

○自分の立場をはっきりさせてから書

く。（賛成･反対）

○根拠については、自分の体験･経験．

教科書の文章から書く ｡ 

４書いた文章を､グループ内で読み合う。

'1110II1IIU1M1H1mm1霧１

|iiiiiiliiiiilliiiiiliil 
(視点の持ち方指導の掲示物）

･教師作成のモデル文を参考に、

２段落榊成で自分の考えをま

とめることを伝える。

.考えが書きやすいように、賛

成・反対等の立場をはっきりさ

せてから書くよう声かけする。

(個別）

.「自分の考え」の根拠について

は、体験･経験。日頃感じてい

ることなども生かして書くよ

うにさせる。

･自分以外の友達の意見や考え

についての質問や、意見の交

流をさせる。

Ａ：文章や自分の経験.

体験を根拠に筆者の

考えに対する自分の

考えをしっかり譜く

ことができる。

Ｂ：筆者の考えに対する

自分の考えと、その

根拠を書くことがで

きる 。

支援：筆者の考えの全体

または部分に対し

て、賛成か反対か

の立場を考えさせ

その根拠を書くよ

うにさせる。

【書く能力】

まとめ ５授業の自己評価・感想を書く。 ・自分の考え･意見が書けたか

どうかや感想を書かせる。

自分の考え左書くことができるであろう。



第２回検証授業結果と考察

＜木時の授業仮説＞

筆者の考えに対する自分の考えを評く場において、モデル文でilfき〃（形式・視点）を確認す

ることで、自分の考えを響くことができであろう｡

児童は、IMi時までに要旨を確認し、文章の要約について学習している。本時は単元妓終時で、鞭者の

考え（要旨）に対して自分の考えを書く学習活!｣Dljである。本時の授業仮説について、授業観察・児堕の作

文（内容の評価）・自己評価より検証する。

自分の考えを書くことができたか。

【授業観察から】

筆者の考えに対し、自分の立場をUHらかにし生活や体験と照らし合わせたり、さらに環境ということに

視点を広げて考えを千lｻﾞいていた。また、筆者の考えの中の部分に対し、自分の経験と関連させたり比較し

たりして書く児童もいた。児童は、苦きノノモデルを参考にしながら賛成か反対かの立場を決め、その根拠

を児童なりの表現の仕方で書いていた。

しかし、筆者の考えに対する立場（賛成･反対）をT]ｻﾞいたものの、その;根拠をなかなか評くことができ

ない児童もいた。提示した手順や書き方のモデルが１つしかなく～個別指導で使える佃に応じた複数のモ

デル文が必要であった。

[児童の作文（内容の評価）から】

筆者の主張（要旨）に対して、

賛成･反対の視点を持って自分の

考えを群くことについて、文章の

内容からＡと判断される児童とＢ

と判断される児童を合わせると

769％（２０人）であった。

（図３内容の評価）

繁者が生物学者という立場で１１$

いていること、筆者の考えを肯定

的にとらえるだけでなく、自分の

知織や経験と関連付けて建設的に

批判したりするよう声かけをした

事で、疑問に思ったり、納得のい

内容の評価

： 笏fｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ内零の艀１１hF ２３．１％ 510Ｗ 

Ｐ`汐

ULF ，ＯｑＨ dDqi ｎｍｉ BUOLP １，ｎN 

ロＡ評価ロＢ評価園Ｃ評価

A評価 Ｂ計平価 支援

文章や|:１分の経験・

体験を根拠に、筆者

の考えに対する自分

の考えをしっかり轡
くことができる。

筆者の考えに対する

ｎ分の砦えとその珊

巾を,１$くことができ

る行

埴者の考えの全体ま

たは･部分に対して磯

成か.反対かの立場を

弩えさせ、その理由

を」くようにさせる,、

かないことについては反対の意兄
図３内容の評価

を普くことができていた。

苫<手立てとして、７際き方のモデル（５年で学習した教材文を例に）を示すことで、初めての学習活1Iih

ではあったがほとんどの児童は書くことができていた。

Ｃと判断された児賦は23.1％（６人）で、自分の考えの根拠を経験やIウド験をあげて71ﾄﾞいてはいるが、筆

者の要旨を的確に捉えての内容になっていなかった。響き方の手11111の説明に時間をとり、普く前に教材･文

を読む．縦者の考え（要旨）の確認が＋分でなかったことが要１月として考えられる。

また、本時の活動の「ｎ分の考えを響く」はロ記・感他(のように自山に思いを１１Fくこととは違い、｜と１分

の判断したことへの理由・根拠をTIFかなければならないため、これまでの経験が少ない児竜にとっては、

抵抗感もあり難しい活動であった。

内容や表記に関しては、個人差も大きく指導を要するものもあるが、モデル文で瀞き方を確認したこと

で、児駈はこれまでの経験や生活と関連させながら自分の考えをf1ﾄﾞくことができた。

'４－ 

＜木時の授業仮説＞

筆者の考えに対する自分の考えを響く場において、モデル文でilfきﾉＩノ（形式・視点）を確認す

ることで、自分の考えを書くことができであろう。

自分の考えを書くことができたか。自分の考えを書くことができたか。’

２３．１％ ５０％ 

内窒ﾐの雷EFmWi



【自己評価から】

児童は一段落目の筆者の考えに対し、二段落目に

自分の考えとその理由を書いていた。授業後の「自

分の考えを書けたか」の自己評価では、

・はい.・・・78.6％（21人）

．いいえ・・・21.4％（５人）

であった。（図４書くことへの自己評価）

内容のＣ評価で自己評価「いいえ」の児童は４人

で、学習目標（モデル文の形式･視点を参考に書く）

に対し、それが自分にはできているかどうかを客観

的に評価できたと考えている。

書くことへの自己評価

いいえ

図４書くことへの自己評価

児童は、筆者の考えに対する自分の考えを、モデル文の書き方を参考に書くことができた。（児童の作文）

賛成･反対の立場を決め、その根拠についてこれまでの自分の経験･体験から考えたり例に挙げたりしてい

た。また、肯定的に捉えるだけでなく納得のいかないことには、反対の考えを書く児童もいた。

授業前の実態調査では、書くことに抵抗のある児童が５３．６％いたが、内容の評価では７６９％の児童が

要旨を捉えて自分の考えを書くことができていた。自己評価では、７８．６％の児童が自分の考えを書くこと

ができたと感じており、モデル文で形式や視点といった書き方の基本を理解したことで抵抗感も少なくな

ったと考えられる。モデル文で書き方を確認することで、書き方の知識を得、それを活用しながら自分の

表現に活かしており、児童は自分の考えを書く過程で思考しており、思考力が育成されたと考える。書く

ことにおいても、知識･技能を身に付けさせることは、重要であることが再確認できた。

このことから、モデル文で書き方を確認し、それをもとに書く活動を行わせることは有効であったと考

える。

しかし、自分の立場は書いてもなかなかその根拠を書くことができない児童もいた事から、モデル文の

工夫とともに、授業の中でも自分の考えや意見を書く機会をつくるなど、書き方の技術・内容を向上させ

る取り組みについては課題が残った。
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第３回検証授業

１教材名「花を食べる」

２教材について

（１）本時のねらい○段落のつながりを考え文章の構成を考えることができる。

（２）身に付けさせたい力

○内容の理解に役立てるために文章の構成や展開を的確にとらえる力・・言語事項オ（ア）

（３）設定の理由

①教材観

本教材「花を食べる」（大阪書籍５年上一部削除）は、身近な花を食材として生活の中取り込ん

できた日本の食文化について書かれている。実際に食べたことはない児童でも、見たり聞いたり

したことのある花が説明の中で使われている。段落の始めにつながりのヒントとなる接続語・順

番を示す言葉が使われており、全体的には文章構成がとらえやすい。－部削除して教材として扱

うこととした。

②児童観

児童は､検証単元「生き物はつながりの中で」の学習を通して、内容を押さえるために必要な、

「問い．答え・筆者の主張（要旨）・接続の言葉・題に使われている言葉の役割・キーワード」等

について学習してきている。単元終了後の単元テストでは、Ａ評価82.1％Ｂ評価14.3％Ｃ評価3.6％

で、説明的文章の基礎･基本は定着してきた考える。

③指導観

検証単元では、説明的文章を読むために必要な基礎的･基本的な知識･技能の習得を図る事に重

点をおき、それを活用させる過程で思考力の育成を図ってきた。本授業では、そこで得た知識を

活用させる学習活動を試みる。これまで文章構成を考える学習では、文章の内容を読み取った後

で構成を考えさせてきた。今回は段落ごとに分けたカードを並べ替えさせることを通して、文章

全体と部分の関係を考えながら文章の構成をつかませていく。その過程で、個人で考える→グル

ープでの意見交流→全体での意見交流・確認を行い、学習全体を通して思考力の育成を図ってい

く。

（４）評価規準
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’ 
児童に配布した段落力 ド

1６ 

Ａ評価 Ｂ評価 支援

接続語・文末表現・キーワード

等に着目し、段落と段落のつな

がりを考え、文章の構成を考え

ることができ、その根拠を説明

することができる。

接続語・文末表現・キーワード

等に着目し、段落のつながりを

考え段落を並べ替え、文章の構

成を考えることができる。

順番を示す言葉・問いの段落．

問いの文・要旨の段落を見つけ

る等、自分でできるところに着

目させ、並べ替えさせる。

津一一一は・兄た曰を昼ばせろために使う。饗や名もの花を鍋に尋かせて、その花》｝と鐘ル定り、花びらの小さい花々を科窪にモュ
たりすそ□

１１１１ 
閨

■く鉱のきしみをもった》にも小さな範の花がおいてお邑｝とがあろｏ宕垂厘一勗花を亡べた一』とがあるだろう毎あい盆もの食べ．』狂乙のかと湾たくもｇだろう。あん莚もの髻乞全琶に建白津〈の鍾込がかくされているのである。その鐘迅とはどんな
も毎か鐸ってみよう。

力

塗鑿藻議鍾盈蕊灘纂蕊
一厘多のしぶい傘など。

イ ク

＄●□ 津一世や錘として鍵う。ももの花やっぽみ建皐がよく出るよう鳫一ふしの花嘆鼻の癩虹巷どを治寸ためＥ・ふきのとうは。Ｗをじょうぶ侭するためにも主だ、せきをしずめるため児
Ｉオー」

そして、区列とともに、それぞれの花に合う錘い麺を寿室てさ
たのである⑨

ア

塞錘霊篭》緊縛蕊窪（のようなミネラル麺や、ピダや』シ麺が傘古厚ふく室錘ていろ□｝｝のため、花全食べる一一とは、喬の毛室つき学活の中にあって、ざちょうな蝕芒をとる一つの才塞仁なつていをＥがわが苞
ウ



３本時の学習

（１）授業仮説

子ども達が初めて教材と出会う場面で、形式段落をバラバラにしたカードを並べ替えさせ、意見

交流の場を設定すれば、既習の力を活用して文章構成を考える事ができるであろう。

（２）指導の工夫○段落ごとに分けたカード(各自に配布）○掲示用シート

○意見交換の場の設定（グループ･全体）

教師の支援及び留意点 Ｉ］評価の観点学習活皿週

（）評価法○準備

程
一
導

ｌガイドを使って既習事項を確かめる。

･既習事項の確認・定着を図る(接続語・文末・構成等）

入

２学習のめあてを確認する。

･接続語・文末表現・文のつなが

段落のつながりを考えて、正しい文章椿 り等に薪目させながらできると

ころからつながりを考え並べる成に並べ替えよう。

ようにさせる。

３どの段落とどの段落がつながるかを値 (時間制限をする） Ａ：接続語・文末表現｡

人で考える。 キーワード等に着目

･バラバラになっている段蕗カードを、 し、段落と段落のつ

接続語・文・文末表現等に着目しなが ながりを考え段落を

ら、つながりを考え並べる。展 lこく拝え、榊成を考
写真

えることができ、つ

４どの段落とどの段落がつながるかをグ if負いだ根拠を説明す

ループで考える。 ることができる。

･個人で考えたことををグループで相談

･意見交流する。（まとめなくてもよい） 個人の意見を交流させる。グルーｌＢ：接続錨・文末表現‘

プではまとめることはさせない。 キーワード等に藩目

蝿 (意見交換後の各自の変更は可） し、段落のつながり

を考え段落を並べ巷

え、文章の構成を考
写真

えることができる。

支援：順番を示す言莱･問
写真

いの段落･問いの文

要旨の段落を見

５実際にどういう順悉:になるか全体で確 つける尋、自分で

認する。 できるところに論

目させ、並べ替え

.正しいと思う段落順に並べて意見 させる。

を|Ｈ１き､）雌うｉｉｉ所を中`、に根拠を

述べながら検制させる［

(読むことＩ

(作業・意見交流の観察］

･授業でわかった事や感想を書ま

くようにさせる。６授業の自己評価、感想を書く。と

め

(3)段落のつながりに気をつけ段落を並べ替え、文章榊成を考えることができたか。

－１７－ 

過程
学習活ｍｌｊ 教師の支援及び留意点 ［】評価の観点

（）評価法○準備

導入
１ガイドを使って既習事項を確かめる。

(接続語・文末・構成等） ･既習事項の確認・定着を図る

展開

段落のつながりを考えて、正しい文章椿

成に並べ替えよう。

写真

魁 ロ瀞胎旦

謙一

２学習のめあてを確認する。

３どの段落とどの段落がつながるかを個

人で考える。

･バラバラになっている段落カードを、

接続語・文・文末表現等に着目しなが

ら、つながりを考え並べる。

４どの段落とどの段落がつながるかをグ

ループで考える。

･個人で考えたことををグループで相談

･意見交流する。（まとめなくてもよい）

５実際にどういう順番になるか全体で確

認する。

蕊

写真

写真

･接続語・文末表現・文のつなが

り等に薪月させながらできると

ころからつながりを考え並べる

ようにさせる。

(時ilH制限をする）

･個人の意見を交流させる。グルー

プではまとめることはさせない。

(意見交換後の各自の変更は可）

｡正しいと思う段落順に並べて意見

を１１Hき、進う簡所を中心に根拠を

述べながら検討させる。

Ａ：接続語・文末表現.

キーワード等に着目

し、段落と段落のつ

ながりを考え段落を

並べ伴え、樅成を考

えることができ、つ

ないだ根拠を説明す

ることができる。

Ｂ：接続鰯・文末表現.

キーワード等に藩目

し、段落のつながり

を考え段落を並べ替

え、文遜の構成を考

えることができる。

支援：)|n番を示す言莱･問

いの段落･問いの文

・要旨の段落を見

つける等、自分で

できるところに蒲

目させ、並べ替え

させる。

【読むこと】

(作業・意見交流の観察）

まとめ ６授業の自己評価、感想を書く。
･授業でわかった事や感想を書

くようにさせる。



■１日IＩ

本時の学習では、形式段落ごとにバラバラにした８段落分のカードを、接続語・文末表現・内容等を手

がかりに並べ替えさせ、文章としてまとめていく活動を行った。これまでに学習した段落のつながりや構

成を捉えるために必要な知識・技能を活用し、グループ･全体で意見交流する場を設定することで、考え

させることを意図した学習である。本時の授業仮説について、授業観察・自己評価から考察する。

既習の力を活用して文章構成を考える事ができたか。既習の力を活用して文章構成を考える事ができたか。

【授業観察から】

０－人で考える場面の様子から

児童は段落の中にある問いの文や、１１頂番を表す言葉にjiif目するなど、既習の力を活)|Iしながら、つ

ながりのわかるカードから並べ始めていた。しかし、この段I階では全てを正しく並べられている児童

はいなかった。

Ｏグループでの交流の様子から

グループをつくり、互いの並べ方について意見交流をする場を設定した。グループで統一すること

をI]的とはせず、順番が違うものに対してお互いに考えを交流し、納得すれば変更してもよいとした。

児童は、自分の並べ方について既習の力をもとに、根拠を持って説明をしたり、納得いかないことへ

の質問をする弊、お互いの考えを交流することができていた。この段l偕で児童は、「llMい」と「答え」

の関係から、文章構成の基礎である「はじめ･中．まとめ」と大きく３つにまとめることはできていた。

しかし、中にあたる５つの形式段落の順番で迷っている様子が見られた。

Ｏ全体での交流･確麗の様子から

正しくつながっていると思う段落から発表させ、全体で確認を行った。その際つながっていると考

えた根拠を述べさせ、それに対する意見があれば交流させるようにした。

全員の意見が一致した場面での主な考えは以下の通りである。

･段落の最初に第一・第二・第三とあるので、この３つの段藩はつながっている。

･段落中の文に問いの文末表現があるので書き始めの段瀞で、「まず」という順序を表す言葉と内容か

らこの２つの段落はつながっている。

･段落末の「区別してきた｡」と次の段落のはじめの「そして、区別とともに」とあるのでこの段落は

つながっている。

．「このように」というまとめるときに使う接続語があり、内容も全体をまとめているので最後にくる

段落だ。

・３文目の「それは、・・・」は筆者の言いたいことで要旨なので、文章の最後の段落になる。

意見の相違が生じた場面での主な考えは以下の通りである。

Ｔ：③④①のまとまりと⑦⑦のまとまりのどちらを先にした方が内容の整った文章になりますか？

Ｃｌ：③④①が先だと思う。前の段落と内容がつながる。その後に⑦⑦でも最後の段瀞とつながる○

ｃ２：反対だと思う。＠の「そればかりではない」は＠の内容だけではないということで、の段階に続

くと思う。

Ｃｌ：①④①の内容について⑦の「そればかりではない」が続くと思う。

ｃ２：いや、それではおかしい。⑦の「それぞれの花に合う使い道」の「それぞれ」が③④①の内容に

なっていると思う。

Ｃｌ：文章の内容としてはわかるしつながるので、どちらが先でもいいと思う。

ｃ２：でも、その順番だと「花に合う使い道」が何かはっきりわからないと思う。

Ｃｌ：あ－なんだかやぱ<なってきた。負けそう。

ｃ２：「それぞれの．．」について③④①が詳しく説明している段落で、最後の段落ともつながる｡

１８－ 

＜本時の授業仮説＞

子ども達が初めて教材と出会う場面で、形式段落をバラバラにしたカードを並べ替えさせ、意見

交流の場を設定すれば、既習の力を活用して文章構成を考える事ができるであろう。

第３回桧飾糧業結果と考察



児童の考えの変化
Ｃｌとｃ２児童の二人で意見を述べ合う場面とな

り、他の児童はい個での思考・グループでの意見交流

を通してそれぞれが自分の考えを持って２人の意見を

聞く状況になった。学級全体が同じ問題意識を持って

課題を解決しようとする場が作られた。児童２人の意

見を聞きながらカードを並べ替えたり、読み直したり

して1当１分の考えを確認する様子や、「そうか｡」「同じ

考え｡」「違うと思うな｡」等のつぶやきや、意見に対

して頷く等などの様子も見られた。

意見交流後、児童の考えを確認した結果、Ｃｌ児童

の考えに２人、Ｃ２児童の考えに２５人が賛成した。段

落並べ替えの場面では、児童それぞれが既習の力を活

用し、文章構成について考えることができていた。また、

内容などから述べ、文章構成の基礎・基本を根拠にして、

l;ii91J;ｉｉｉ 討輪前 ９人 １４人

’ 

2人 ２５人討論後 ０ 

0]弱２０％４０％６０話８０％１００%

□Ａの考え□Ｂの考え回わからない

図５児童の考えの変化

つながりの根拠も文末表現・接続語・指,J〈語．

全員で確認することができた．

【自己評価から】

バラバラになっている段落を並べ棒え、一つの文章

にすることについての自己評価は、

・できた.まあまあできた・８１．５％（22人）

．あまりできなかった・・・１８．５％（５人）

．できなかった児童・・・・、0％

である。（図６文章榊成ができたかのロ己評価）

児童の感想に「段落がバラバラでも、つながりをIiL

つける言葉に気をつけて、正しく並べることができ

た｡」「前より、段落のつながりがわかるようになった｡」

聯があり、既習の力を活用して段然のつながりを考え

ており、文章瀧成の基礎的･雑木的な知識･技能の定着

はI判られたと考える。

文章柵成ができたか

あまりできな

かった

１８５％ 

できなかった

０％ 

できた
３７１Ｍ 

まあまあでき

た

４４４％ 

図６文章構成ができたかの自己評価

グループ・全体の話し合いの場に参加した時、自分

の考えを持って参加したかは

・自分の考えを持って参加した・・４８．２％（１３人）

・まあまあできた．・・・・・・・２９．６％（８人）

.あまりできなかった.．．・・・１８．５％（５人）

.できなかった.．・・・・・・・３．７％（１人）

であった。（図７自分の考えを持って参加したか）

グループ･全体の交流場而では「自分の考えを持って

参加した」「まあまあできた」児童は７７．８％で、ほとん

どの児醗は自分の考えを持って話し合いに参加したこ

とになる。

木崎の学習の課題解決のための知識･技能が、－人ひ

自分の考えを持って参加したか

あまりで できな

きなかつ かった

た3.7％

鱗,i篝鰯
できた

４８．２％ 

２９６％ 

ケｌ￣０．・」￣￣」ロー＝ＩＰＩ、「ビニＪＪＴレ、‐＝Ｐ－－~－－－／、UDIOUjﾊさ」＝～ｌ」￣■▼、〆、卍夕

図７自分の考えを持って参加したか
とりに身についていることで、IFilじ,深題意,識を持って

意見を交流させる事ができたと考えられる。また、｜と1分なりの根拠を持って話し合いに参加し、友だちと

の考えの交流により、児童の思考に変化が兇られたことは、思考力の育成に有効であったと言える。

（図５児竜の考えの変化）知識･技能を習得させ、－人ひとりが自分の考えを持っての杣互交流により、

思考力を青くむことができたと考えている。

[９頁
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2人２５人０
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形式段落をバラバラにしたカードを並べ替えさせることは、既習の力を活用させ文

章の構成を捉えることにおいて有効であったか。

趾ifは、バラバラになった段蒋を接続,Ni･文末表現･順番を示す,↑染などMi稗の力をIIliい、並べ伴えてい

た。全体で確認したときの児fifの理fl:1も、接続語・文末表現などに着目した内容になっており、段蒋のつ

ながりを捉えるのに必要な知織･技能を伐って思考していることがわかる。このことから、段落の並べ替

えをさせることはい勝成に必喫な知識･技能を活川した思考をＩｊｌＬすとともに、思考力の行成も区'られたと

考える。また、リム職は段落のつながりやl1Wi成について理解を深めることになり、文章の|伸成を捉えること

においては有効であった。

グループ・全体で意見交流させることは、既習の力を活用させ文章の櫛成を捉える

ことにおいて有効であったか。

即ifは、一人で1tベ替える段|糟で、１１分の持っている既習のﾉﾉを使って`1,11(考していた。その後グループ

全体で意見交流することで、’21分が気づかなかったことやできなかったことについてＩＩ１ｊ報を得たり、自分

の考えを確認したりしながら、段落を並べ替えていた。意見交流により考えが変わっていることから、自

分の苫えをもち、グループ･全体で意兄交流をさせることは、文噸の榊成を考え文荒としてまとめること

において有効であったといえる。また意)凸交流をする【１１で、リムjwiliは自分の怠兄.考えを修正・IIjlI成し、
その過程で思考力の育成が|割られたと考える。

Ⅵ研究の考察

研究の考察は、３回の検iiilH授業の検;111結果と、１１１:1iii・事後テスト結果をもとに行う。１１１:前・#ＩＦ後テスト

は、，槐1）1的文】;瞳の潅礎的．｣!Ｌ水的事項にljMするものである。

説明的文章の学習指導において、文章を正しく読み取るための知識・技能を習得さ

せ、それを活用する学習活動を意図的に取り入れることは、思考力を育むことに有効
であったか。

雄礎的･基本的な知識･技能の習得（図８．，．]O）は、

説1ﾘＩ的文章の鎚礎･基本であるハ]語とそれを求める力

法についての知iMi･技能の''１:iii｢･ＩＦ後テストの結jlLであ

る。

前後

・段群88.8％-100.0％

.又と文章の述55.6(X，→，2.,％

・要点40.7％→78.6％

・要旨14.8％→64.3％

・要約（本lii元で学習）67.9％

（IiX18学習用識の理解）

学習用雷の理解
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図８学習用語の理解
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･段落を数える88.8％→100.0％

･文を数える６２．９％→８８．０％

．:i冒諦･述語（完答）14.8(X，→81.3％

（図９雑破約Ｊｌｌ§本的な知,職･技能その1）

醍睡的･聖率的なIumnL･技鰹その１
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確認テストの結果

･'１Mの段を見つける‘

･間の文を抜き出す‘

･要点をまとめる‘

･要旨をとらえる‘

･文欺柵成がわかる！

（図10

１４－８m 

・・06％

・・８４％

・・８０％

・・７Z％

・・７５％

些磁的･ﾑﾋﾞ水的な知織･技能その2）

■■ 
lヨIPIの、を、える文の、を、える型四・Ｂ２皿（完香｜

口授乗前ロl受栞後

図９基礎的･基本的な知識･技能その１

活１１１のためには知識･技能が必喫であることを認識

し、脱lﾘ1的文章を正しく読み取るための基礎的･基本

的な知識･技能の定着を図るために以下のことを行っ

た。

○学習川譜の説明や具体的な学習の手法などを「説

U1文ガイドブック」として作成し、必要に応じて

それを便川して指導してきた。

ｏｆＩｊｉｌ昨ＩＩＵ、始業５分間を雑(iM1・Ｊ１§水のliii認のための

lIlil111として設定し、「主,ilf･述ｉｌｉ、川,譜、方法確認」

弊を行った。また、児fifに身に付けさせたい力を

学習活動の目標として、lii元全体の兄適し持って

基礎的・基本的な知庫・技能その２

９６ 1mの段落

間の文

要点宮き

をとらえる

文獅柵成

角

'８４Ⅱ 

ＩＢＯ％ 

４１Ｗ １７２％ 

'７６％ 

０２０４０６０ｎｏ１０m 

脂導を行った。 図１０基礎的･基本的な知識･技能その２

以上の手だてで、説明的文厳を,iiiみ取るための知識・技能の定論を図ることができたと考える。
確認テストにおいて、児葹が初めて読む文章であってもその知識･技能を使い、要点･奨旨…髄成などを

捉えることができるようになったことが確認できた。（図１０酷磯釣･基本的な知識･技能その2）

また、倹証１．検証３の結ＪＭ:から、薙礎的･基本的な知,蛾･技能を習得させ、それを活)１１させることで思

考ﾉﾉが育まれるということも確かめられた。

授堆ｌでは、知識･技能の定ｲ'`rとその活１１１による思考力のfy成、授業２では、自分の階えをilﾄﾞ<'１Fでの

」,1)し券ﾉﾉの．,'ｆ成、授業３では既ｉｌ１の知繊技能を活１１]し、蔵j,L交流することでの思考力のf『成について検証し
た。

その結果、説明的文章の学くり桁導において、文章を正しく$流みとるための知識･技能を習得させ、それ

を活川する学習活動を意図的に取り入れることは、知搬･技能を活)|}し、思考力を育むことに有効であっ

たと考えられる。

３つの検証授業に共通していたことは、

○児厳が活動をするために必要な、「要点をまとめる方法」「考えをfl\く方法」など、児fifが知識・技能と

して認撤し活用できるもの(ﾉﾉ法)を具体的に示したこと

oMIi洲の知織･技能を活111する学稗を意図的に取り入れたこと

○－人での思考と自分以外の特えに触れる交流活1libを意|xl的に,没返したこと

である。

その結果、本研究を皿して、忠樗力を育むことに上記３つのことは有効であったと捉えている。また、

思欝ﾉﾉを育むためには、「どのような授業をしていかなければならないか」という改諜の方向性を見出す
ことができたと考えている。

－２１－ 
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Ⅶ研究の成果と今後の課題

「思考力を育む」ことは、一lii元一教材の学習をすることだけで青くまれるものではない。今回は説明

的文Iifの指導を通しての実践研究であったが、他領域でも実践できるものであり、今後もU々の授業の中

で、改善を図りながら実践を亜ねていかなければならないと考えている。

１研究の成果

（１）「説明文ガイドブック」の活用や基礎･基本定着のための意図的・継続的な指導を行うことで、児

童に説明的文章の読み取りに必要な、知識･技能の定満を図ることができた。（図８．９．１０）

(2)児童が知識・技能を習得し、活用させる学習活動を設定することで、思考力を育むことができた。

(3)説明的文章の学習指導の｢'１で、話し合いや書く活動を行うことで、児童の思考力が育成されるこ

とが確かめられた。

今後の課題

説明的文章での表現の技法を習得させ、自分の表現（替くこと）に活かす指導の充実

読むことが書くことにつながる単元構成の工夫

２ 

（１） 

（２） 
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